






































うマッケの方法は、 本稿にも大きな示唆を与えた。本稿では、 さらに、ライト ・モチーフが音楽
作品のなかで機能するために音楽家が工夫する和声や旋律の展開なども視野に入れることによっ
て、より具体的に、ゾラとブリュノーにおける音楽と文学の融合の諸相に迫っていきたし」
ところで、 ＇~－述のように 、 作品の細部を考察する研究においては、 その選択が正当化される範
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エミール・ゾラ、アルフレ ッド・ブリュノーのオペラ:Jl,:fr:







2. ~メシドーjレ〉の創作過程（1894 -1897) 
すでに挙げた先行研究において指摘されているように、ゾラとブリュノーの共作オペラ第一作

































1九＇＂働組， 、t m‘W! 
Ex. 1 























A-Dur I仏 La majeur）の主和
音の連続へと移行する終止が観察
される。リデイア旋法は、へ長調
























ともあれ、ここにヲ｜し＝た二つの例から確認したいことは、ゾラは 〈メシ ドー ル〉に関して、単
に歌詞を提供したという立場ではなく、 舞台装置のデザインや音楽面の注文などを行い、あたか
もプロデューサーであるかのように、助言を行っているということである。《水車小屋の攻撃〉


























































































一〈 メシド－ ）レ 》「 ~i~fi):の伝説」のバ レエ ·＇1＼·＊をめぐっ て一










いう点から 、比日前的な意味で、 鏡｛象的関係↑~I~ニ を有していると言える 。
両者とも 「黄金」を魅了できず、戦し百合う際には、まず、とりまきのダンスの特徴が徐々に消
えかかっていくが （Lesdeux peuples se sont rejoints. la danse de chaque troupe garde d’abord 
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Ex. 2 
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ミ ~ ＇＂ユi紘 Ex. 3 
11 
chacune son caractere, tout en se 
confondant}、打ち克とうとする強い意









































































能な音楽的意味のカテゴリー として、「絶対主義Jかつ「形式主義」、「絶対主義」 かつ 「表現主義」、




















エミ ルー・ ゾラ、アルフ レッド・ブリュノーのオペラ共作
一〈メシドーjレ》「Wt金の伝説」のバレエ背楽をめぐって一
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